
八戸三社大祭参加30回記念

～30年の歩み～
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感

おれ い の言 葉

青森県議会議員

新丼口附祭振興会

顔門代表 山  ロ

新丼口附祭振興会が30周 年記念を迎えら薇るにあたり、おれいを申

し上げます。

責振興会は 1日 人竹村から入片市に合併 し20年 を迎えたのを契機に地

域の子供逹へ夢を与える機会との思いから発足 したと伺っていますが、

ちょうどその項、ネは小学生で学校の仲間とともに引き子として参加

していましたが、暑いヤや雨の中でも最後まで頑張って山卑を引いた

事、みんなでお弁当を合べた時のおいしさなどなつか しい思い出とし

て昨日のように感 じら薇ます。

当時から新丼口は子供たちが多く参か して元気ある山卑江、 また山

車審査でも各年のように入賞する高い技術力を持 った山卑れとして高

い評価を得ていましたが、その新丼口の持つ力強さというものをた も

子供ながら誇 らしく感 じていた事をなつか しく思い出します。

あ薇から30年、時代は変われども新井口の持つ元気さ、力強さは地

域の伝統 として今 日に受け継が薇ていますが、 こaか らも伝aを 大

切に地域の子供たちに夢を与え続けて喜んでもらえる山車れとして一

層、飛軍 さ薇ます事を′むからご記念 しておれいの言葉とさせて頂 きま

す。

次ロ
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3`午へ′日召オロ55」午

6年―昭和 62`午

3年～千戌 15年

6年γ

イ多F ネし         ‐

新丼口附祭振興会

会 長 藤 口 義 男

この度、新丼口附祭振興会は昭オロ53年発足以来今年で30周 年を迎え

る事ができました。

こ薇も偏に地域の皆様方、協贅会、協贅篤恙の皆様方の深い雅F理解

と雅F協 力が有っての事と深 く感謝を致 しております。

今後 も40年・50年 を目指 し地域に密着 した山車造 り、新丼口の山車

としての伝統と誇 りを持ち史に素晴らしい山卑製作を目指 し、関係者

一同頑張る所存で稚F座 いますので、今後とも変わらぬ稚F支援 と稚P協 力

を雅P願 い申し上げます。
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■●今捩共会のサみ
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昭オロ53年 南部神楽の升
〃 54年 南部の踊 り
〃 55年 か藤清工の虎退治
〃 56年 人江山魔人

〃 57年  (新)娘道咸寺
〃 58年 江戸の幸、人消 しの鍵
〃 59年 豊年祭 林先陣争いの場
〃 60年 源義径物語

〃 61年 源千合戦優秀賞
〃 62年 石理招来 山の神と七石神
〃 63年 源義径入艘飛び

千咸 元 年 錨次口盛徐巻
〃 2年  か藤清工虎退治の場
〃 3年  錨条盛合戦の場
〃 4年  高砂況賀の宝船
〃 5年  宝船に七石神
〃 6年  高砂況賀 夢の神々の升
〃 7年  商売贅盛 至石の宴
〃 8年  三社人茶 豊作か護と報思山卑祭
〃 9年  桃太郎伝説 鬼退治合戦の場
〃 10年 か藤清正 虎退治合戦の場
〃 11年 入声えんぶ り豊作祈願 予れ乃升
〃 12年 夭長地久 神々の宴努力賞
〃 13年  「景気昴場祈願」招理夫吉
〃 14年 二社人茶 神々の山ヰ引き

〃 15年 高砂況賀の升
〃 16年 入声えんぶ り 豊作祈願の弁  秀作
〃 17年 神々に報思 北の夏よつ り
〃 18年 西近記 二蔵一行の妖′

l■
X退治

〃 19年 神々乃弁 う入声えんぶ り

行列賞・

行rll賞・

奨励賞

秀作

最優秀賞

優秀賞

努力賞

優秀賞

努力賞

秀作

優秀賞

秀作

秀作

優秀賞

秀作

優秀賞

努力賞

努力賞

努力賞

秀作

お囃子賞

お囃子賞

お囃子賞

優秀賞
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平 成 8年度 員 作 カロ護 と報 見 山車 祭 り
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平 成 42年度
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『景 気 昂揚 祈 願 』 招 運 人 吉

努 力 賞

平 成 43年度
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